
令和６年９月吉日 

各都道府県教育委員会教育長様 

各市区町村教育委員会教育長様 

各 都 道 府 県 小 学 校 長 様 

関 係 各 位 

                           全国小学校国語教育研究会会長 長沼 正城 

                           第５４回全国小学校国語教育研究大会 

                                山口大会実行委員長 間惠 満貴 

 

第５４回全国小学校国語教育研究大会（山口大会） 
第３４回中国地区小学校国語教育研究大会（山口大会） 
第４４回山口県小学校国語教育研究大会（実践者の集い） 

 
― 第二次案内 － 

 

      皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

      さて、今年度秋、全国小学校国語教育研究大会を山口市において開催いたします。 

      つきましては、多数の皆様にご参加をいただきますよう、ご案内申し上げます。 

 

研究主題 「小・中・高を貫く言葉の学び」  

―国語科における「深い学び」とは何か－ 
 

 

  新型コロナウイルス感染症は５類へ移行され、その対策にも一定の区切りがつきました。 
この間、授業では ICTの活用が進んだ一方、子ども同士の関係の希薄化等が懸念されてい 
ます。 

  また、現行の学習指導要領が平成２９年に告示され、７年が経ちました。私たち国語を 
指導する教師は、この学習指導要領を踏まえながら、言葉の専門家として、どのように考 
え、どのような方策を講ずればよいのでしょうか。この学習指導要領の大きな特徴は、 
「主体的・対話的で深い学び」という授業改善の視点が、小・中・高で貫かれていること 
です。 

  そこで、山口県では、小・中・高の子どもの現状を踏まえながら、特に「『深い学び』 
の視点から」私たちの考え方を提案し、語り合う機会にしたいと望んでいます。 

  全国の国語教育に関わる皆様のご参加を、心よりお待ちしております。  
 
 
○期  日  令和６年１１月２８日（木）中学校・高校と共同開催 

２９日（金）小学校単独開催 
 
○会  場  ＫＤＤＩ維新ホール（山口市令和１丁目１－１ 新山口駅北口から直結） 
       １日目・２日目ともに 
 
 
○主  催  全国小学校国語教育研究会  

中国地区国語教育研究会  
山口県小学校教育研究会国語部 

 
○後  援  文部科学省  全国都道府県教育長協議会 全国連合小学校長会  

山口県教育委員会  山口市教育委員会 山口県小学校校長会 
       （公財）日本教育公務員弘済会山口支部 （一財）山口観光コンベンション協会 
 
○参 加 費  （一般）５，０００円 ※同一校で、１日目と２日目別の参加者も１名分とする 

  （学生）１，０００円 
 



○日  程 

 【１日目】 

    12:30 13:00           13:50 14:00            14:50 15:10            16:30  16:50     17:50            

                                                                       

 

 

 

 

記念講演Ⅰ   

「学習指導要領の趣旨の実現に向けて～『深い学び』を実現する国語科の授業づくり～」 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程調査官・学力調査官           大塚 健太郎 先生 

 

記念講演Ⅱ 

「ことばの力」 

  作 家                     重 松  清 先生 
 

【２日目】 

8:30  9:00                   11:30                 12:40        13:00       13:45  14:10         15:20   15:35        15:50 

 

○プログラム 

 公開授業／２日目 １３：００～１３：４５ 

学年      単  元  名 授 業 者 指 導 助 言 者 

６年 

『海のいのち』はあなたに何を語りかけ

てきたのか 

立松和平「海のいのち」 

 

 

周南市立今宿小学校 

教 諭  有田 友萌 

 

下関市立宇賀小学校 

校 長  三井 竜彦 

６年 

 

詩を味わおう 

わたしと小鳥とすずと 

  

 

山口市立湯田小学校 

教 諭  油利 浩志 

 

元公立小学校長 

伊藤  豊 

６年 

筆者の工夫をとらえて読み、それをい

かして書こう 

『鳥獣戯画』を読む 

 

宇部市立琴芝小学校 

教 諭  藤本 学志 

宇部市立上宇部小学校 

校 長  原 浩一郎 

 

 

受 

 

付 

 開会行事 

 

 基調提案 

休 

 

憩 

 

記念講演Ⅰ 

休 

 

憩 

 

 記念講演Ⅱ 

 

理事会 

受 

 

付 

 

研 究 発 表 

 

昼食・移動 

授業説明 

 

授業準備 

 

公開授業 

移 

 

動 

 

研究協議 

移 

 

動 

 

閉会行事 



研究発表分科会／２日目 ９：００～１１：３０ 
領域 単  元  名 発 表 者 指 導 助 言 者 

話すこ

と・ 

聞くこ

と 

たがいの立場を明確にして話し合おう
『きいて、きいて、きいてみよう』 
『よりよい学校生活のために』 

 

萩市立椿東小学校 
教 諭 松原 麻衣子 

萩市教育委員会学校教育課  
主 幹 磯村 亜由美 

言葉の力を高める「話すこと・聞くこ
と」～白島小関わり愛の巻～ 
（「関わり合い」を軸とした、２つの
言葉の力を高める国語科授業づくり） 

広島市立白島小学校 
教 諭  溝上 大樹 

広島市教育センター 
指導主事 櫻田 真一 

書くこ
と 

１年生の１年間の書く力の発達 
１年生「書く」複数単元 
 

下関市立長府小学校 
教 諭  西本 充志  

山口市立中央小学校 
校 長 冨士本 武明 

1年生作文遊び「へえ、へえ、えほん」 
（自ら書きたいことを明確にしていく
児童の姿を求めて） 

 
千葉市立花園小学校 
  教 諭  石井 桃子 
 

山口学芸大学 特命教授 
全小国研 顧 問   

上田 保明 

説明的
文章／
下学年 

筆者の表現の工夫を自分の説明文に生
かそう 
ビーバーの大工事 

 

柳井市立柳井小学校 
教 諭  荒井 尚子 

宇部市立厚東小学校 
校 長  西嶋  智 

大はっ見！あなのやくわりはっぴょう
会をひらこう 
「あなのやくわり」 
 

大阪市立加賀屋小学校 
  教 諭  仲谷 倫典 

大阪市立太子橋小学校 
校 長  栗 山  功 

説明的
文章／ 
上学年 

きょうみをもったことを中心に、しょ
うかいしよう 
風船でうちゅうへ 

岩国市立川下小学校 
教 諭  石田 哲也 

元公立小学校長  
  磯村  勇 

テクノロジーが進歩する中で大切なこ
とは？ 
（自分の考えをまとめることができる
児童を育てる国語科指導の試み） 

仙台市立柳生小学校 
  教 諭  星川 彩 

仙台市立東長町小学校 
校 長  田中 孝子 

文学的
文章／ 
低学年 

聞いてほしいなお話のすてき 
スーホの白い馬 

 

光市立浅江小学校 
教 諭  岡部  翔 

下松市立中村小学校 
教 頭 牧野 うつぎ 

あのねシアター〜スイミーが見た せ
かい〜 
（「精査・解釈」の学習環境デザイン––

〈なる〉活動が育む創造的想像力––） 

熊本大学教育学部附属小学校 

主幹教諭 溝上 剛道 
熊本市立楠小学校 

校 長  井上 伸円 

文学的
文章／ 
中学年 

この物語の「魅力」は何？  
ごんぎつね・プラタナスの木 他 

 

山陽小野田市立高千帆小学校 

教 諭 光井 理恵子 
山陽小野田市立須恵小学校 

校 長  間惠 満貴 

～解き明かそう！ごんの最後の思いと
は～「ごんぎつね」 
（場面のうつりかわりと結びつけ、登
場人物の気持ちの変化を読もう） 

世田谷区立尾山台小学校 
  教 諭  本條 禎之 

全小国研 
顧 問  清田 浩文 

文学的
文章／ 
高学年 

あの子が学んでよかったと思える文学
的文章の学習をめざして 
 大造じいさんとガン 等 
 

防府市立華城小学校 
教 諭  村本  涼 

美祢市立秋吉小学校 
校 長  吉田 睦美 

すぐれた表現に着目して読み、物語の
みりょくを伝え合おう「大造じいさん
とガン」 
（言葉と向き合い、自分の言葉で表現
する子どもの育成） 

京都市立御所南小学校 
  教 諭  塩見 美穂 

京都市総合教育センター  
指導主事  高田 裕宇 



記念講演 講師紹介                             

作 家   重 松  清   氏 

 1963（昭和 38）年、岡山県生れ。中高校時代は山口県で過ごし、1981年山口県立山口

高等学校卒業後、18歳で上京。1991（平成 3）年『ビフォア・ラン』でデビュー。1999

年『ナイフ』で坪田譲治文学賞、同年『エイジ』で山本周五郎賞を受賞。2001年『ビタ

ミン F』で直木賞、2010年『十字架』で吉川英賞、2014年『ゼツメツ少年』で毎日出版

文化賞を受賞。著書は他に、『流星ワゴン』『疾走』『その日のまえに』『カシオペアの丘

で』『青い鳥』など多数。教科書掲載作品は、『カレーライス』（光村図書 小学５年

生）、『卒業ホームラン』（東京書籍 中学 2年）、『電車は走る』（三省堂 中学 1年）等 

 

申込案内・弁当・宿泊案内など                                  

大会の申し込みは、右の２次元コードか、ＵＲＬより 
お願いいたします。 
 
○お弁当の要・不要   
○所属・氏名・メールアドレス・役職・連絡先  
○２日目：公開授業・研究発表分科会の参加希望 
                        https://amarys-jtb.jp/kokugotaikaiyamaguchi/ 

問い合わせ先                                

○申込に関するお問い合わせ              〇内容に関するお問い合わせ 

 

 

 

 

会場アクセス                                 

■新幹線でのアクセス                             ■飛行機でのアクセス 

新山口駅下車、北口から直結。                   山口宇部空港から直行バスで約 30 分 

【東京から】 のぞみ号で約 4 時間 30 分 

【新大阪から】 のぞみ号で約 2 時間               ■自動車でのアクセス 

【広島から】 のぞみ号で約 30 分                  中国自動車道小郡 JCT 経由、 

【博多から】 のぞみ号で約 35 分                  山口宇部道路長谷 IC から約５分 

【小倉から】 のぞみ号で約 20 分                         駐車場  松風館高校横 

 

 

 

   

 

 

山口大学附属山口小学校 池永 亜由美 
メール ikenaga@yamaguchi-u.ac.jp 
〒753-0070 山口県山口市白石 3 丁目１－１ 
℡ ０８３－９３３－５９５０ 
Fax ０８３－９３３－５９５１ 

 

山口大学附属山口小学校 大野 真弘 
メール Masahiro-o@ yamaguchi-u.ac.jp 
〒753-0070 山口県山口市白石 3 丁目１－１ 
℡  ０８３－９３３－５９５０ 
Fax  ０８３－９３３－５９５１ 

写真提供／新潮社 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1981%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://amarys-jtb.jp/kokugotaikaiyamaguchi/
mailto:ikenaga@yamaguchi-u.ac.jp

